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子120名，計135名の頭部X線規格側貌写真を用い，これを4 ， 6 ， 8 ， 10 ， 12 および18才の6年齢群に分け，
cleft 群とした。また対照群には cleft 群の各年齢群に相当する非破裂者男子120名，女子120名，計240
名の頭部X線規格側貌写真を用いた。
これら資料より作成した透写図において，顎・顔面頭蓋の12計測点の height と depth の計測および




後頭蓋底とのなす角すなわち cranial base angle では cleft 群において平坦化しており，これには前頭蓋
底が上方に位置していること， cranial base 後部の長さの増大7う{lowering よりも大きいことなども 1 原






変化，および下顎枝高の短小， gonial angle の聞大などの形態的変化が認められ，増齢的には下顎下縁
平面傾斜角および gonial angl e の両角度は対照群との差を増していく傾向を示した。用いた cleft 群の
全資料中93%が前歯部反対日交合を呈していたにもかかわらず，下顎骨の位置は対照群と比べて後退し
ており，これは cleft 群の顎態の特異性を示しているといえる。上下顎間関係では増齢的に skeletal
class 皿関係へ移行し，以後 skeletal profile が concave となっていく傾向が認められた。上顔面高は
cleft 群の nasal floor 前方部が下方ヘ劣成長を示すため，対照群より小さく，下顔面高では下顎骨の後
方への rotation によると考えられるが，対照群よりもわずかに大きく，また前顔面高でみると両群間
の差は認められなかった。 Cleft 群の上下顎中切歯はともに対照群よりも大きく舌側傾斜していた。
これには上唇の緊張，口蓋にできた Scar tissue に periodontal fiber が入り込んでいること，下唇圧の
増大，上顎骨の後退や上顎前歯の舌側傾斜に対する機能的変化などが原因していると考えられる。性
差に関しては，成長率において cleft 群，対照群ともに女子の方が男子より約 2 年早く成熟型に近づ
くことが認められ，また cleft 群と対照群で性差のあらわれ方を比較すると， cleft 群の女子において
上顎部のみならず下顎骨においても cleft 群男子よりも大きな成長抑制を受けていることが考えられ
。
た
論文の審査結果の要旨
本研究は，唇・顎・口蓋裂者の顎・顔面の形態について，各年齢群別に，それぞれ対応する各年齢
群正常者と頭部X線規格写真法によって比較検討し，唇・顎・口蓋裂者の顎態では下方成長に比べ前
方成長が強く f~蹄iJされているなどの特異性を明らかにしており，歯科臨床上価値ある業績であること
を認める。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があることを認める。
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